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1．はじめに を踏まえて、携帯を利用したコミュニケーシ

ョンとネガティブな関係が見られた社会的適

応の側面を取り上げ，そのネガティブな影響

を予防するための効果的な授業を考案し，そ

の授業の効果についての検討を行う． 

現在では，高校生の日常生活において携帯

電話を用いたコミュニケーションが欠かせな

いものとなっている 1)2)．携帯電話は，いつで

もどこでも特定の人に連絡がとれるという特

性により，日常生活になくてはならないコミ

ュニケーションツールとなった．しかし，こ

の特性により，表面的な人間関係や携帯電話

への依存が促進されるという議論 3)や，携帯

メールの使用が盛んなほど関係が密になると

いったポジティブな報告 4)5)もあり，携帯電話

を利用したコミュニケーションが友人関係及

び精神的健康を計る「社会的適応」に与える

影響についての結果はこれまでのところ一貫

していない．また，携帯電話を利用したコミ

ュニケーションが一大文化といえるほど利用

されているのにもかかわらず，使い方や悪影

響の予防についての教育実践はほとんど行わ

れていない状況にある． 

 
3．研究 I 

3．1．方法 

研究 I では，茨城県内の私立高校 1 校の 3
年生 242 名を対象に，「携帯電話のメール・

通話の利用」と「社会的適応(親密性，つなが

りの不安，本音友人との行動，友人関係の満

足感)」の関係を検討するための一時点の質問

紙調査を行った． 
 

3．2．結果・考察 

 研究 I では，主に以下のような結果が示さ

れた． 
第一に，「メール数」と「親密性」，「本音友

人との行動」に弱い正の相関が見られ ，先行

研究に見られるポジティブな関係性が支持さ

れた． 

 
2．研究目的 

 こうした状況を踏まえて，本研究では，次

の二点を検討することを目的とする．第一の

目的として，携帯を利用したコミュニケーシ 
第二に，メール利用低群において「メール 

数」と「つながりの不安」，「親密性」の間に

弱い正の相関が見られ，部分的に先行研究に

見られるネガティブな結果についても支持さ

れた． 

ョンと社会的適応との関係性について調査を 
行い，先行研究の結果との検討を行う(研究 I)． 

第二の目的として，研究 I で得られた結果 
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4．研究 II 

4．1．方法 

 研究 II では，研究 I の結果を踏まえ，ネガ



ティブな影響をもたらし得る「つながりの不

安」に着目し，茨城県内の協力校 3 校 18 ク

ラス(720 名)を実験群（教示のみ，教示とま

とめ），統制群の 3 つの条件に分け，「つなが

りの不安」を低減するための教育実践を行い，

「社会的適応(ケータイ依存，つながりの不安，

依存対処項目，ネガティブな性格)」に関する

3 回の質問紙によりその効果を検討した． 
 
4．2．結果・考察 

 「事前の得点」を共変量、「実験条件」と「性

別」を独立変数、「事後の得点」を従属変数と

する共分散分折を行った結果、主に以下のよ

うな結果が示された． 
第一に，つながりの不安を含むケータイ依

存についての授業を実施した結果，実験群に

おいて，授業の直後には，「依存度」，「ネガテ

ィブな性格」を低減し，「依存対処項目」を増

加する効果が見られた． 
第二に，授業の 1 か月後には，実験群にお

いて，「依存度」，「つながりの不安」，「携帯電

話の重要性」，「ネガティブな性格」を低減す

る効果が見られた． 
第三に，実験群の「教示とまとめ」を実施

した条件において，主に「依存度」，メール利

用低群・つながりの不安の事前得点高群の男

子における「つながりの不安」，「依存対処」

を低減する効果が見られた． 
第四に，実験群の「教示とまとめ」を実施

した条件において効果が確認された項目が多

く，教示だけでは十分ではなく，まとめまで

を含めた授業が効果的であった． 
 
5．総合考察 

研究 I では，先行研究におけるポジティブ

な結果に加え，部分的にネガティブな結果に

ついても支持する結果となった． 
研究 II では，主に実験群の「教示とまとめ」

を実施した条件において，今回用いた教示が

つながりの不安を含むケータイ依存に効果的

であった可能性が示唆された． 
 

6．結論 

 本研究では，携帯を利用したコミュニケー

ションと社会的適応の間に，ポジティブな関

係もネガティブな関係の両方が見られた． 
また，本研究で実施した授業は，携帯電話

が「社会的適応」に及ぼすネガティブな影響

を低減するのにある程度効果的であったこと

が示唆された．今後は，より長期的な影響を

検討することが望まれる． 
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